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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、日常生活における光曝露環境が双極性障害患者の病状にどのような
影響を与えているのかを明らかにすることである。平成31年度は研究申請時の予定通り、合計218名の外来通院
中の双極性障害患者に対して、外来にて病状の評価をして自宅にて連続7日間の間照度計を使用して光曝露を測
定した。本研究結果により、日常生活の光曝露は双極性障害の病状（睡眠の質、うつ症状、躁症状、クロノタイ
プ、肥満、再発）と関連していることが明らかになった。この結果は、複数の国際誌に掲載された。

研究成果の概要（英文）：The aim of this project is to clarify the association between the pathology 
of bipolar disorder and light exposure in daily life. I found that light exposure is significantly 
associated with depressive and manic symptoms, sleep quality, and circadian rhythm in patients with 
bipolar disorder.

研究分野： 精神科
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究結果により、日常生活の光曝露は双極性障害の病状（睡眠の質、うつ症状、躁症状、クロノタイプ、肥
満、再発）と関連していることが明らかになった。双極性障害患者さんは、日中は可能な限り光を浴びて、夜間
は真っ暗な部屋で眠ることが病状安定につながることが示唆された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
双極性障害は光曝露と密接に関連することが多数報告されている。具体的には、高照度光療法が
双極性障害のうつ症状に有効であること、暗闇療法が躁症状を数日で改善させること、さらに双
極性障害患者は夜間光曝露に対するメラトニンの感受性が高いことなどがあげられる。しかし、
先行研究は機器を使用した介入研究や、実験室などの特殊な環境下における研究結果であり、日
常生活における光曝露が双極性障害の病状とどのように関連しているのかは明らかになってい
ない。したがって、本研究は光曝露環境と双極性障害の病状との関連を調査した。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、日常生活における光曝露環境が双極性障害患者の病状にどのような影響を与
えているのかを明らかにすることである。 
 
３．研究の方法 
本横断研究は、精神障害の診断と統計マニュアルの第 5版にて双極性障害の診断が確定した 218
名の外来通院患者を対象とした。対象者は外来診察にて精神症状の評価とアンケート記入を行
った。その後、自宅にて連続７日間、アクチグラフィの装着によって日中光照度、身体活動量、
及び睡眠を測定し、さらに照度計を寝室に設置してもらい夜間光照度を測定した。 
 
４．研究成果 
本研究結果により、日常生活の光曝露は双極性障害の病状（睡眠の質、うつ症状、躁症状、クロ
ノタイプ、肥満、再発）と関連していることが明らかになった。この結果は、複数の国際誌に掲
載された。下記に詳細を記す。 
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